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らの 3 作品 Sei personaggi in cerca d’autore（『作者を探す六人の登場人物』1921 年初
版、以下『六人』と略記する）、Ciascuno a suo modo（『各人各様に』1924 年初版、以
下『各人各様』）、Questa sera si recita a soggetto（『今宵は即興で演じます』1930 年初
版、以下『即興劇』）をまとめて刊行したのは、1933 年モンダドーリ社発行の戯曲集
Maschere Nude（『素顔の仮面』）の第 1 巻においてであった。その理由と意図につい
ては、そのPremessa（「序言」）に次のように記している。



































その「芸術的な構成 la composizione artistica」を分析するが、その際に次のようなグ
ループ化を導入したい。戯曲の領域に属する「劇作家・登場人物」と上演の領域に属

















全なものであったようである。1908年の評論 Illustratori, attori e traduttori（『挿絵画家、
俳優、翻訳家』）において、「あいにくいつも、上演の物質性において、劇作家とその
被造物との間には第 3 の不可避の要素が必ず導入される。それは俳優である」（SPSV 













































2 イタリア語版に先んじて、Heinrich Kahn の翻訳によるドイツ語版が 1929 年 Reimar Hobbing 社
より出版された。ラインハルトに献本されたこのドイツ語版にも同様の「序言」が付されており、「劇
中劇三部作」の構想が提示された初出だと考えられる。(Tinterri 1986: 133)































































3 例えば La tragedia d’un personaggio（「ある登場人物の悲劇」1911 年）においては、ピランデッロ
のもとを訪れたが、その扱いに満足せずに、ほかの同業者のもとを訪ねる登場人物を見かけること
は 1 度や 2 度ではないと述べている。
4 Dort (1986:18-21) はピランデッロの「劇中劇三部作」を劇作家と舞台上で俳優や演出家が創り出
す「上演のエクリチュール」との闘争の場と規定している。











































































が唯一の現実なのでございます。 （MN 2 1993: 739-740）































創作意図を明らかにしておきたい。ピランデッロは初演約 4 か月前のインタビュー 5
において、この作品で目指したことを次のように述べている。
私はここで 1 つの新しいことをしてみたい。他人にとっても私自身にとってもだ。表現
5 La più indiavolata commedia di Pirandello “Ciascuno a suo modo”（「ピランデッロの最も悪ふざけの





今それを戯曲において初めて試みたのだ。 （Pupo 2002: 214）
つまりピランデッロは、人生の変わりやすさを主題として、それをこの『各人各様』
の中に初めて固定することを目指したとしているのである。しかしながら、プロット
































































































































すという現象が顕在化してきた。ピランデッロ自身 Diana e la Tuda（『ディアナとトゥーダ』1927 年）
でも彫刻作品と生身の人間のあいだで同様の現象を取り上げている。






身の手で再現してみるつもりだ。 （Pupo 2002: 147）




























3. 1  「演出家」による「劇作家」の排除
ピランデッロ自身はこの『即興劇』の衝突する要素として「登場人物と化した俳



















































3. 3  「俳優」の「劇作家」への接近　―叙述テクストの必要性
ヒンクフス氏を舞台上から追放する主因となったのは「俳優」の登場人物への同一
化であったが、これを「俳優」の「劇作家」への接近と考えることはできないだろう




まう『形式』との二元論である」(Tilgher: 262) と批評しており、ピランデッロ自身も Tilgher によっ
て公式化されたこの解釈を通して自らの作品の思想を再確認することになる。





はヒンクフス氏を追放する直前に「演じるべき役」（le parti da recitare）を、そして「1
幕1幕、1場面1場面、1言1言書かれた台詞」（atto per atto, scena per scena, le battute 













IL DOTTOR HINKFUSS:  No! L’autore no, qua! Le sue parti scritte, sì, va bene, perché 
riabbiano vita da noi per un momento ...
ヒンクフス氏： ダメだ！　劇作家は要らない、ここには！　彼によって書かれた台詞な
ら、ああ、結構だろう。我々のもとで一瞬の間でも生命を吹き込んでや
るために…（略）…  （MN 4 2007: 1027）
決定版（1933）
IL DOTTOR HINKFUSS:  No, l’autore no! Le parti scritte, sì, se mai, perché riabbiano vita 
da noi, per un momento ...
ヒンクフス氏： ダメだ、劇作家は要らない！　書かれた台詞なら、ああ、必要があれば（se 
mai）、我々のもとで一瞬の間でも生命を吹き込んでやるために…（略）…
































20 年代後半のドイツにおける最先端の演出体験や 1925 年から約 3 年間「ローマ芸術
座」を率いて国内外を巡業した座長体験などがあるだろう。また、イタリアにおいて
「演出」（regia）や「演出家」（regista）という言葉が使われるようになったのが、「劇
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